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事

故

の

も

と

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
八
月
二
~
」

エ
十
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
改
正
の

i

盃
女
点
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

~
一
、
飲
酒
運
転
の
規
制
強
化
~

こ
れ
ま
で
、
飲
酒
運
転
は
身
体
に
~

~
一
定
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
（
呼
気
一
~

予

算

歳

入

‘

[

而

用

費

（

用

紙

印

刷

そ

の

他

）

等

で

あ

[

¢

中

に

ア

ル

コ

ー

ル

が

0

．

二

五

．

歳

入

：

る

。

i

呵
以
上
）
を
含
ん
で
い
る
と
き
禁
｀

~. 

」
施
設
管
理
費
―
―
―
五
叫
、
0
0
0
円
は
歳

i

止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ア
ル
コ
．

水
逼
使
用
料

一
般
会
計
繰
い
山
予
算
の
三
二

•
O
七
伶
で
ぃ
ー
ル
の
程
度
の
い
か
ん
に
か
か
わ
[

入
金

i

給
水
施
設
の
電
気
科
金
、
一
七
二
、
ら
ず
、
飲
酒
し
て
車
を
運
転
し
て
．

前

年

度

繰

越

0

0

0

円

、

滅

菌

消

毒

一

0

、

0

0

0

．

は

な

ら

な

い

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

．

金

日

、

修

繕

費

六

0

、

0

0

0

円

、

積

立

．

酒

気

を

帯

び

た

状

態

（

呼

気

一

¢

雑

収

入

蓋

一

0

0

、

0

0

0

円

等

で

あ

る

。

i

．
中
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
0
．
二
五
哨
[

一
、
入
ム
債
費
二
五
0
、
0
0
0
円
は
歳
出
予
~
以
上
の
と
き
）
で
、
運
転
す
れ
ば

i

=-＝ロ歳
出
〖
算
の
ニ
ニ
・
六
四
％
で
こ
れ
は
水
道
布
[
酒
に
酔
つ
て
い
な

v

て
も
三
月
以
・

一
般
管
理
費
四
七
六
、
0
0
0
円
~
設
の
時
郵
政
省
よ
り
の
借
入
金
、
及
び
・
下
の
懲
役
、
ま
た
は
一

l一
万
円
以
下
[

施
設
賃
理
費
三
五
四
、
0
0
0
円
揚
水
ポ
ン
プ
修
繕
工
事
の
た
め
農
協
よ
．
の
罰
金
で
す
。
ま
た
酒
に
酔
っ
た
．

公
債
費
二
五
0
、
0
0
0
戸
工
ツ
の
借
入
全
の
依
迎
金
と
利
子
で
あ
る
文
状
態
の
と
き
は
二
年
以
下
の
懲
役
、
＂

予

備

費

二

四

、

0

0

0

円

-

な

苓

当

町

の

使

用

料

は

現

在

他

の

町

[

迂

た

ば

三

万

戸

以

下

巳

訊

f
J
ズ

i

り
ま
す
。
酒
酔
い
運
転
を
さ
亡
、
ぃ

計

一

‘

1

0

四

、

O
O
O
F
]
村
に
比
べ
る
と
安
い
方
で
あ
り
ま
す
。

i

あ
る
い
は
こ
れ
を
ゆ
る
し
認
め
た
~

前
年
度
比
較
一
五
一
、
0
0
0
円
減
~

[
者
も
同
様
に
処
罰
さ
れ
ま
す
。
な
[

．

社

会

福

祉

事

業

へ

の

ぞ

自

転

車

の

飲

酒

運

転

は

法

令

・

王
な
科
目
の
説
明
、
歳
入
に
つ
い
て
~

水
道
使
用
料
八
二
二
、
0
0
0
円
は
歳
~

入
予
算
の
七
四
•
四
六
笏
で

i

寄
附
．
の
違
反
に
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
[

給
水
戸
数
約
一
八
〇
戸
、
一
ヶ
月
の

i
~

れ
て
い
る
方
ら
多
い
よ
う
で
す
が
、
~

~
自
転
車
で
あ
っ
て
も
酒
酔
い
運
転
’

水
逼
科
金
六
八
、
五
0
0
円
を
見
込
む
}

一
般
会
計
繰
入
金
二
三
七
、
0
0
0
円i
久
保
部
落
の
兵
頭
時
頼
さ
ん
は
、
さ
~
は
処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
車
~

は
歳
入
予
算
の
ニ
―
•
四
七
伶
で
、
：
き
に
亡
く
な
ら
れ
た
ご
尊
父
亀
太
郎
さ
り
を
運
転
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
．

歳
出
一
般
管
理
費
の
二
分
の
一
を
一
：
ん
に
苓
く
ら
れ
た
香
典
を
社
会
福
祉
事
~
酒
を
提
供
し
、
ま
た
は
飲
酒
を
す
[

般
会
計
よ
り
繰
り
入
れ
る
も
の
こ
業
の
た
め
役
立
て
て
下
さ
い
と
金
壱
万
~
す
め
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定

i

そ
の
他
、
前
年
度
繰
越
金
四
―-
l、
0
0

ぷ
E
也
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
さ
れ
~
も
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
警

i

~
察
官
が
、
飲
酒
し
て
い
る
と
認
め
~

0
円
、
雑
入
二
、
0
0
0
円
、
歳
入
予
：
F

し
た
。

喜
四
・
一
％
を
見
込
む
2

[

協
議
会
で
は
こ
れ
を
基
金
に
加
え
‘
[
て
‘
呼
気
検
査
（
い
わ
ゆ
る
風
船
[

歳
出
に
つ
い
て
:
社
会
福
祉
の
た
め
有
効
に
使
用
し
、
亀

i

に
よ
る
検
査
）
を
し
よ
う
と
し
た
~

一
般
管
埋
費
四
七
六
、
0
0
0
円
は
歳
二
太
郎
さ
ん
の
ご
遺
志
に
報
い
た
い
と
言

i

と
き
、
こ
れ
匹
応
じ
な
い
者
も
、
~

~
三
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。
~

出

予

算

の

囮

―

―

ー

・

ー

ニ

伶

で

ニ

ニ
J

い
る
。

~
二
、
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
、
~

臓
員
給
科
、
手
当
、
共
済
費
、
旅
費
、

i

~ ~. -
． ＇ と・ ~ ． 
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改

正

さ

れ

た

道

路

交

通

法
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幼
児
老
人
身
体
障
害
者
の
交
通
事
故
を
な
く
す
迎
厠
九
月
寸

一
・
日
＼
二
十
日

伝

染

病

予

防

．
本
年
は
県
下
は
勿
論
、
喜
多
郡
内
で
~
れ
な
い
よ
う
、
蚊
を
退
治
す
る
よ
う
努

再
び
試
験
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
~
も
赤
痢
及
び
日
本
脳
炎
の
患
者
が
続
発i力
し
て
下
さ
い
。
ま
た
感
染
し
て
発
病

：
し
て
苓
り
ま
す
。
肱
川
町
で
も
過
去
五
~
す
る
か
、
し
な
い
か
は
そ
の
人
の
体
力

る
期
間

悪
質
な
違
反
ゃ
、
事
故
で
免
許
を

i

年
間
一
人
も
出
な
か
っ
た
赤
痢
が
本
年
[
に
よ
り
ま
す
の
で
ヽ
一
日
中
日
な
た
で

取
り
消
さ
れ
た
者
が
、
再
び
試
験
・
は
今
ま
で
に
三
人
、
日
本
脳
炎
が
一
人
：
仕
事
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
と
過

を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
期
間
を
‘
-
（
死
亡
）
発
生
し
て
苓
り
ま
す
。
：
労
の
た
め
発
病
し
や
す
く
な
る
わ
け
で

現
在
の
一
年
か
ら
、
三
年
以
内
ま
~
．
梅
雨
の
長
雨
に
つ
づ
い
て
、
最
近
は

i
あ
り
ま
す
注
意
し
て
下
さ
い
。

で
延
長
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
こ
猛
暑
続
き
で
、
異
常
天
侯
の
連
続
の
た
[
な
姦
日
本
脳
炎
の
最
盛
期
は
八
月
か

特
}
ら
九
月
と
い
わ
れ
て
定
り
ま
す
。

た
。
飲
酒
運
転
で
、
ひ
き
逃
げ
事
．
め
、
一
般
住
民
の
方
は
も
と
よ
り
、

故
を
起
こ
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
こ
に
乳
幼
児
、
小
中
学
生
、
高
年
令
者
に
~
赤
痢
に
つ
い
て
は
い
つ
も
い
わ
れ
る

す
が
、
生
水
、
生
の
た

当
然
、
三
年
間
は
試
験
を
受
け
る
：
と
っ
て
は
、
肉
体
的
な
疲
労
が
心
配
さ
~
こ
と
で
あ
り
ま

．
ぺ
物
に
注
意
し
、
暴
飲
、
暴
食
を
さ
け
、

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
0

:
れ
ま
す
。
疲
労
度
が
高
い
と
伝
染
病
に

i

く
な
り
ま
す
の
で
、
伝
．
手
洗
い
を
れ
い
行
す
る
よ
う
心
が
け
て

三
、
少
年
に
対
す
る
反
則
通
告
制
度
丁
も
か
か
り
や
す

い
て
十
分
に
注
意
し
・
下
さ
い
、
な
姦
ア
プ
ラ
ム
ツ
、
ネ
ズ
、
‘
‘
、

の

適

用

如

不

病

の

予

防

に

つ

~
ハ
エ
の
駆
除
も
大
切
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
二
十
オ
未
満
の
者
が
]
て
下
さ
い
。

[
日
本
脳
炎
の
予
防
に
は
第
一
に
予
防
~
愛
媛
県
は
日
本
脳
炎
汚
染
地
区
に
指

軽
い
交
通
違
反
を
し
た
時
は
、
い

わ
ゆ
る
交
通
切
符
で
反
則
金
を
徴
注
射
で
す
が
、
こ
の
病
気
は
蚊
（
ア
カ
夏
さ
れ
ま
し
た
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し

J
 

喜

収
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
：
イ
エ
カ
、
コ
ガ
ク
ア
カ
イ
エ
カ
）
に
よ
~
て
下
さ
い
。

ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
信
」
っ
て
媒
介
さ
れ
ま
す
の
で
、
蚊
に
さ
さ
~

`
[
A
]〗汀
〉
〗
□〗
お
知
ら
せ
戸

□
戸

を
翠
以
さ
れ
Q

こ
と
に
な
り
ま
す
。

i

店
体
隷
害
者

(ftiノ
）
巡
戸
検
診
な
ら
び
に
ー
ー
|
1ー
ー
ー
一

ー

更

生

相

談

療

育

指

導

の

実

施

四

、

通

行

法

の

改

正

｝

・ヽ

児
童
や
、
幼
児
を
保
護
す
る
た
め
．

停
車
中
の
通
学
通
園
バ
ス
の
側
方
二
該
当
者
は
こ
の
機
会
に
是
非
受
診
し
て

}
5
療
育
指
導
を
必
要
と
す
る
児
童

;
6
そ
の
他
身
体
障
害
者
児
の
更
生
に
関

を
通
過
す
る
車
輛
は
、
除
行
し
て
二
下
さ
い
。

安
全
確
認
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
．
i

-

、
受
診
対
象
者

i

す
る
相
談
を
必
要
と
す
る
者

せ
ん
。
そ
の
他
、
交
通
巡
視
員
制
五
巧
体
の
機
能
に
障
害
の
有
者
苓
よ
び
児
二
r
実
施
日
時
場
所

度
の
新
設
や
、
車
輛
通
行
帯
の
通
〗
童
~
九
月
二
日
午
前
九
時
よ
り
午
后
三
時

行
区
分
の
指
定
、
自
転
車
道
の
通
ぢ
匡
し
、
視
覚
障
害
苓
よ
び
内
部
障
害
の
]
ま
で

．
者
を
除
く
。
~
肱
川
町
役
場
階
上
会
議
室

行
、
指
定
自
動
車
教
習
所
の
指
導
~

強
化
な
ど
の
改
正
が
な
さ
れ
て
苓
；
な
珂
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
等
を
必
要
ニ
―
-
、
担
当
医
師

i

整
形
外
科

ヽ
r

り
ま
す
。
~
と
ナ
る
者

野
本
病
院
、
米
子
医
師

;
2
更
生
医
療
、
育
成
医
療
を
必
要
と
す

ii

耳
鼻
科

i

る
者

;
3
補
装
具
の
交
付
、
修
理
を
必
要
と
す

i

沢
井
医
院
、
沢
井
医
師

~
る
者
盃
文
診
希
望
者
は
八
月
三
十
日
ま
で
に
役

i
4
施
設
入
所
、
職
業
生
活
等
に
つ
い
て
富
菊
住
民
課
へ
苓
申
出
下
さ
い
。
し

i

相
談
を
必
要
と
す
る
者

に

つ

い

て
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い
つ
も
の
な
れ

だ

し

く

あ

る

い

て

一

し
が
ら
ず
す
ぐ
医
者
に
い
っ
て
下
さ
い
。
・
る
犯
罪
に
つ
い
て
専
門
に
調
査
す
る
「

こ
た
保
険
税
は
年
殿
の
に
念
け
る
．

＂
う
ち
な
ら
一
週
間
位
で
完
全
に
な

5

郵
便
監
察
局
」
が
事
故
の
内
容
を
く
わ
―

＂
の
ほ
か
、

入
、
転
出
、
出
生
、
死
亡
に
よ
る
被
保
戸
十
い

ら
せ
て
し
ま
う
と
賢
い
し
く
調
べ
、
事
故
が
再
び
起
こ
ら
な
い

少
年
対
策
、

i

]
道
路
計
画
、

〗
険
者
の
異
動
に
つ
い
、
て
は
調
整
さ
れ
ま
」
ぶ
り
ま
す
が
こ
じ

;
:
9
に
措
置
す
る
と
と
も
に
そ
の
結
果

〗
老
人
対
策
な
ど
の
諸
施
策
を
き
め
こ
ま
[

、
声
炎
な
ど
を
苓
こ
し
や
っ
か
い
な
こ
と

~
せ
ん
が
、
他
の
保
険
に
加
入
し
た
り

こ
を
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て
寄
り
ま
す
。

両
の
保
険
か
ら
国
保
に
移
行
し
た
と
を
、
乙
に
な
り
ま
す
。

露
和
阻
十

炉
く
行
な
う
た
め
に
は
、
人
口
＇
の
大
き
~

・
予
防
と
し
て
は
ま
ず
清
潔
が
第
一
。
~

十
月
一
日
ー
ー
；
さ
や
構
成
に
関
す
る
詳
細
で
か
つ
最
新
~

~
保
険
税
は
次
の
よ
う
に
賦
課
さ
れ
ま
；
人
は
世
帯
全
員
炉
異
動
し
た
と
き
は
、
令

•
原
因
と
な
る
菌
は
大
腸
菌
で
す
か
ら
＼
ぉ
し
ら
せ

こ
と
し
の
十
月
一
日
に
は
、
国
勢
調
;
c
資
料
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

；
月
割
計
算
で
調
整
さ
れ
ま
す
。

~
こ
の
た
め
、
今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、A
す
。

:1レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
前
か
ら
後
へ
使
[

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ

i包
所
得
割
と
し
て
、
四
十
四
年
中
の
所
~

;
う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
~

国
勢
調
査
は
、
全
国
、
都
道
府
県
市
[
匹
来
か
ら
の
調
査
畢
項
に
加
え
て
‘

三
万
円
を
差
引
い
た
金
額
：

o
裸
険
税
の
減
額

；
次
の
よ
う
な
世
帯
は
保
険
税
が
減
額
さ
[
下
腹
を
冷
や
さ
な
ぃ
ょ
う
気
を
つ
け
‘
~
一

r

妊
婦
検
診

区
町
村
の
人
口
ゃ
男
女
｀
年
令
r

職
業
二
の
よ
う
な
点
に
重
点
を
置
い
て
調
査
し
、
道
E

額
か
ら
十

；
？
そ
｀
腹
が
痛
む
よ
う
な
ら
湿
布
や
力
[
八
月
二
十
四
月
十
時
ー
土
面

な
ど
の
構
成
を
正
確
に
明
ら
か
に
し
‘
]
ま
た
地
城
別
に
も
詳
細
な
統
計
を
豊
富
正
に
左
の
税
率
を
乗
じ
た
金
額

て
、
固
定
資
産
税
額
に
~
れ
ま
す
。

イ
ロ
で
あ
た
た
め
る
と
ら
く
に
な
り
ま
[
場
所
役
場
会
議
室

国
は
も
ら
る
ん
、
都
道
府
県
や
、
市
区
二
に
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
溢
竺
声
割
と
し

ハ
印
前
年
中
の
所
得
か
ら
十
三
万
円
を
差
~

五
の
税
率
を
乗
じ
た
金
額

．
二
、
乳
児
健
康
相
談

町
村
の
行
政
の
基
本
と
な
る
資
料
を
得
：
＊
調
査
の
し
く
み

、
四
月
一
日
現
在
の

[
5
い
た
金
額
が
被
保
険
者
（
世
帯
主
を
．
す
。

~
八
月
三
十
一
日
、
十
時
i

十
二
時

る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
~
国
勢
調
査
で
は
人
口
そ
の
他
を
も
れ
以
溺
等
割
と
し
て

除
く
）
一
人
当
9

六
万
五
千
円
を
こ
え
~

喜

世

帯

は

、

世

帯

乎

等

割

か

ら

一

、

書

郵

便

の

事

故

は

場

所

役

場

会

議

室

・

わ
が
国
の
国
勢
調
査
は
、
大
正
九
年
：
な
く
調
査
す
る
た
め
調
査
区
（
大
体
一
畑
箪
盆
眠
者
数
に
左
の
税
率
を
乗
じ
た
金
．

[
'
該
当
者
生
後
ニ
ヶ
月
か
ら
十
ニ
ケ

の
第
一
回
調
査
以
来
、
全
国
民
の
協
力
：
l
三
部
落
）
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
調
査
玉
5

つ

受

ふ

臼

乎

等

割

と

し

て

左

の

金

額

[

幽

八

O
円
と
被
保
険
者
均
竿
袖
:
か
ら
一
[

[
月
ま
で
の
赤
ら
ャ
ん
。

．

必

ず

届

け

出

を

II[

と
国
勢
調
奪
只
の
か
た
が
た
の
ご
尽
力
.
区
を
一
人
の
調
査
員
が
ひ
と
つ
ず

す
。
調
査
宕
の
税
率
で
各
々
計
算
さ
れ
た
金
額
の
：
人
に
つ
き
五
四

0
円
の
合
計
額
が
減
額
．

郵

便

局

・

三

、

出

張

衛

生

相

談

に
よ
っ
て
、
世
界
に
誇
る
立
派
な
成
果
~
け
持
っ
て
調
査
に
あ
た
り
ま

;
さ
れ
ま
す
。

;
＝
只
は
部
落
内
の
状
況
の
わ
か
る
人
に
苓
~
合
計
額
が
年
税
額
で
す
。

向
前
年
中
の
所
得
が
十
一
＿
＿
万
円
以
上
で

i

郵
政
省
で
は
、
郵
便
物
を
正
確
に
早
九
月
四
日

を
姦
さ
め
て
苓
り
ま
す
。

い
（
税
率
）

一
・
九
八
伶
•
あ
る
世
帯
は
、
世
帯
平
等
割
か
ら
二
、
ン
ヽ
苓
届
け
す
る
よ
う
万
全
を
期
し
て
苓
[
中
津
部
落
ヽ
+
時
l
+
二
時

今
回
の
国
勢
調
査
は
、
第
一
回
調
査
二
麒
い
し
て
あ
り
ま
す
。

小
倉
部
落
、
十
三
時
！
十
五
時

り
ま
す
が
、
全
国
で
一

9

日
二
四

0
0
万
ぃ

以
来
五
0
周
年
を
迎
え
、
ま
た
十
年
回
~
「
調
査
票
」
は
、
九
月
二
十
四
日
か
蓋

5得
割

。
七
二
伶
●
ニ
ニ

0
円
と
被
保
険
者
均
等
割
か
ら
一
，

五
三

通
も
の
郵
便
物
を
取
り
扱
っ
て
い
る
関
＂
九
月
七
日

喜
大
規
模
な
調
査
で
あ
り
ま
す
。
こ
~
ら
三
十
日
ま
で
の
間
に
調
貴
が
各
世
夏
産
割

と
と
も
に
く
ば
り
、
崎
等
割
一
人
当
り
一
、
四
一
七
円
人
に
つ
き
八
l
0
円
の
合
計
額
が
減
額
~

係
で
、
と
き
に
は
ご
め
い
わ
く
を
苓
か
下
嵯
峨
谷
、
十
三
時
ー
十
五
時

れ
ま
で
以
上
の
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
~
帯
へ
「
記
入
例
」で

各
世
帯
で
は
、
三
乎
等
割
一
世
帯
当
り
三
、
七
＿

0
円
；
さ
れ
ま
す
。

[
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
~
九
月
九
日

。
二
記
入
を
依
頼
し
ま
す
の

格
別
の
ご
協
力
を
苓
願
い
し
ま
す

で

疇
小
畑
井
、
十
三
時
ー
十
五
時

仄
の
よ
う
な
事
故
が
あ
り
ま
し
た
と
き
~

＊
今
回
調
査
の
ね
ら
い
、
そ
の
世
帯
に
住
む
す
べ
て
の
人
に
つ
い
〗
心
に
よ
り
巽
出
し
た
年
税
額
か
ら
す

·
-
]
i
厨
〗
「
一

丘
ご
め
ん
ど
う
で
も
す
ぐ
郵
便
局
へ
苓
{

近
年
、
わ
が
国
の
い
ら
じ
る
し
い
経
」
て
記
入
を
し
て
苓
き
次
に
調
査
員
が
訪
正
に
課
税
し
た
第
一
期
（
五
月
）
分
を
差
．

済
成
長
に
と
も
な
う
人
口
移
動
の
激
化
~
れ
た
と
さ
、
調
査
票
を
渡
し
て
い
た
だ
五
ハ
い
た
金
額
を
第
二
期
（
八
月
）
第
三
[
(
ま
う
こ
う
俗
｛

扇

け

く

だ

さ

い

。

二

四

杢

格

氏

表

彰

さ

る

ー

ー

l
l
'

;
0
出
し
た
郵
便
物
が
届
か
な
い
。
~

に
よ
っ
て
、
都
市
で
は
過
密
現
が
起

i

き

ま

す

。

期

(

+

月

）

第

四

期

(

+

一

月

）

及

び

．

嘉

五

期
(

1

月
）
に
分
け
て
徴
収
し
ま

i

ぼ
う
こ
う
炎
は
細
菌
が
つ
い
て
苓
こ
．

す

。

：

る

病

気

で

す

が

、

男

性

に

く

ら

べ

て

女

"
0
着
い
た
が
中
味
が
な
い
。

こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
過
密
過
の
対
~

)

）

)

一

た

と

え

ば

年

税

額

；

性

の

尿

道

は

太

く

短

い

の

で

、

圧

倒

的

：

0

だ
れ
か
が
封
を
開
い
た
形
跡
が
あ
る
。
命
去
る
七
二
十
二
日
、
松
山
市
堀
之

場

階

i

な
ぞ
届
出
は
差
出
人
か
受
取
人
が
●
内
r

市
民
館
に
て
開
催
さ
れ
た

津

落

）

）

）

上

中

部

場

場

五

万

円

と

な

っ

た

」

に

多

く

か

か

り

ま

す

。

,
．
苓
近
く
の
郵
便
局
に
備
え
つ
け
て
あ
る
＂
県
林
業
事
業
二
十
周
年
記
念
大

4

世
帯
の
場
合
、
第

i

と
く
に
冷
房
の
き
い
た
室
内
に
一
日
~

役

館

（

川

役

役

）

し
、
署
名
捺
」
に
於
い
中
居
谷
西
本
源
格
氏
が
、

)

(

)

民

い
し
汗
盃
m
紙
に
所
要
事
項
を
記
入

習

野

（

（

谷

l

）
霙
鹿
会
会
岩
）
小
）
会
上
公
一
期
分
と
し
て
一
~
中
い
る
人
は
下
腹
が
冷
え
や
す
．

餡

理

上

総

談

、

区

野

場

体

階

（

幻

麟

万

円

が

す

で

に

課

い

の

た

め

に

下

潔

に

な

り

が

ち

の

こ

と

も

両

T

し

て

提

出

い

た

だ

け

れ

ば

よ

い

の

で

、

の

功

労

者

と

し

て

、

さ
れ
た
。

．
す
。
そ
の
際
、
郵
便
物
の
形
態
（
色
ゃ

i

民

地

）

中

役

全

館

会

公

繹

（

疇

這

紐

4

場
（
（
員
民
ハ
a

環
会
税
さ
れ
て
苓
れ
ば
：
あ
っ
て
夏
は
こ
の
傾
向
が
強
ま
る
よ
う
[天

き
さ
な
ど
）
や
差
出
時
の
状
況
（
い
[

（

人

川

す

（

）

（

役

会

会

部

公

部

祭

長

i阻＂、

会

成

肱

く

種

場

れ

（

練

員

部

（

祖

霊

会

挙

第

二

期

以

降

の

税

;

で

す

。

1̀11 

戸
〗
言
三
彗
〗
〗
口
罰
[
/
み
口
冒
冒
〗
〗
[
)
:

か
涵
悶
郵
便
物
の
茸
や
郵
便
に
関
係
の
あ
~

3

3

4

7

1

1

1

1

1

2

一

整
八
月
に
決
定
さ

i

こ
ん
な
病
状
が
あ
っ
た
ら
、

2

磁

5
8
1
.
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開眼運動巡回検査（役場）
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肱川県立公園草刈（肱川町青年団）

肱川町土地改艮区理事会（役場）
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昭和 45年 9月分学校給食献立表（予定） 肱川町立学校給食センクー

II年という字を指先で書いてみて下さい。 び、“と”良(I という字になりませんかo 昔々，ま

だ文字＠なかったとき，文字を作るうとした人達は，毎日毎晩食べないで考え続けましたo その内

おなかがすいてと 9とう最後には，みんな腹をたててしまいましたo そこで 1人が「飯でも食ぺて

から考えることにしよう。」といつて，みんなはたぺはじめましたo すると，今まで腹をたててい

た人たちは，ニコニコしてことばもやさしくなり，もとのように協力してよい字を考えるよう 1(Cな

りました。みんなの食事のしたくをした人か， 「芸なかがすいていた時はプンプンしていたのに，

食べ終ったら急になこ＇やかになったね。」と言いました。それを開いた人が「そうだ，たべるとい

うことは，人をこんな代もやさしく，良くするものなんだなァー。字冷人を良くすると書いて『食

べる』と読むことにしよ9じゃないか。」と言9ことで“食“べるという字が出来たo と，閣いた

ことがあります。

学校給食も， 7月末に調ぺました「しこう調査」をもと侭，みなさんにすかれる給食にしたいと

考えています。 2学期の楽しい行事である運動会をみんなそるかでむかえましよ 5o

一
年
間
に
八
億
円

宙に浮く郵便貯金

日 パン•生乳 黄の食品 赤の食品 緑緑のの食食品 熱 量 (a)

で人ぷん・脂肪 たんばく質 かいぶん・ビクミン たんばく質 (g)

翡眉 働く力や体温((C
血・肉．骨になる 体の調子をよくする 小 学 中 学日 献 立 名 なる。

3 
たまとうどん うどん

たまど・天ぷら たまねぎ・キャベッ 6 4 0 8 3 1 
木 かま院こ 2 4.1 3 1. 4 

4 いそ煮 じゃかいも' かま低’こ ひじき・にんじん 7 2 9 8 9 9 
さとう・油 油あげ グリンビース 2 6.7 3 2. 7 

金 ォレンジゼリー
7 

焼きそば 中華そば
豚肉 にんじん・キャベッ 8 0 7 1, 0 3 7 

月 ちくわ たまねぎ 2 6.1 2 8. 6 

8 ぜんさしい 小麦粉・白玉粉 あずき
くだもの

8 6 8 1, 0 8 2 

火 くだもの さとう 脱脂粉乳 2 6.3 2 8.7 ， 厚あげの マロニー・油 豚（ひき肉）
にんじん・キャペッ

6 9 9 8 9 l 

水 そぼる煮 さとう 厚あげ・ちくわ 2 9.1 3 7.2 

10 ボテトサラク' じゃかいも ソーセージ にんじん・キャペッ 7 9 3 9 8 1 
ニューココア マヨネーズ 粉チーズ きゅうり。たまねぎ 2 3.9 3 0. 7 

木 みかん回・ココア

11 フルーツコロッケ じゃかいも・油 豆腐。かまぽこ にんじん・わかめ 7 7 2 8 7 5 

金 みそ汁 フルーツコロッケ みそ ねぎ 2 5. 3 3 1.1 

14 
ミートソース和え

スパゲッティ ソーセージ にんじん鼻キャベッ
7 2 0 9 0 9 

池 粉チーズ たまねぎ 2 4.6 3 0.6 
月 グリンピース
16 フルーツ白玉 小麦粉・白玉粉 ソーセージ 三色寒天・みかん胆 7 4 1 8 9 2 

／ ウィンナーの ョーグルト ( パイン•もも•なし 2 5. 8 3 2.2 
水 から揚げ 油 レーズン

17 じゃがいもの じゃがいも 賠ひき肉 にんじん・たまねぎ 6 9 7 8 8 0 
そぼる煮 さとう・油 ちくわ グリンピ,_,.ス

2 5.4 3公4
木 ヨーグルト てんぷら

18 カレーシチュー じゃかいも 豚肉・粉チーズ にんじん，たまねぎ
7 6 1 842 

油 脱脂粉乳 グリンピース 2 2,9 2 9.0 
金 ぶどうパン レーズン

21 
きつねうどん うどん

鶏肉・油あげ たまねぎ・しいたけ 6 6 6 8 5 4 

| 22 月
かまほこ ねぎ 2 5.5 3 1.2 

フルーツサラク＊ マカロニ ソーセージ にんじん・キャペッ
7 8 7 9 9 6 

ニューココア マヨネーズ 紛チーズ キゅうり・パイン
2 4.1 3.0、2

火 ミカン・レーズン＂もも

24 揚げバン 油・さとう 豆腐・油あげ にんじん・たまねぎ 6 4 1 8 1 7' 
かまぼこ・ねぎ わかめ 2 4.9 

9 :, • ̀  3し 0̂9 木 みそ汁 みそ

25 はるさめ・どま あじ・てんぷら キャベッ B きゅ 9り
7 l 2 1, 0 2 1 

はるさめの酢物 殿粉・さとう ちりめん 匹んじん・わかめ 2 9.5 3 7.3 
金 油
28 

中華そば 中華そば
豚肉号かま殴こ 匠んじん・キャベッ 8 1 4 1, 0 4 3 

月 I てんぷら ねぎ 2 6.7 3 3.4 

2火9 親子煮
じゃがいも 癌肉・たまご にんじん・だまねぎ 722 8 9 5 

さと 9 かまぼこ・竹輪 2 7.7 3 4. 1 

30 
ポクージュ

じやがいも 牛肉・粉チーズ にんじん。たまねぎ 7 8 9 1,010 

水 コーンベマカロニ グリンピース 2 3.9 2 9.5 

ャ

※初科の都合で献立を一部変更することかあります。

の
乎
素
忙
お
け
る
事
業
愛
と
防
犯
意
識

．
1

[

の
結
実
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ

の

よ

う

に

受

取

り

手

の

な

い

貯

金

は

」

つ

く

と

い

う

複

利

計

算

の

仕

組

み

に

な

[

貯

金

詐

欺

犯

人

シ

ツ

ポ

'

頁

便

貯

金

法

弟

二

九

条

に

よ

り

国

の

ぉ

-

っ

て

い

ま

す

。

．

＿

羞

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

こ

の

通

知

．

し

た

か

っ

て

、

通

帳

の

現

在

高

か

少

額

窓

口

で

貯

金

詐

欺

犯

罪

十

八

件

見

破

る

扇

口

に

お

け

る

正

当

権

利

者

の

確

認

は

・

＇

て

も

、

十

年

た

っ

て

通

知

を

受

[

苅

手

が

大

切

o

な
芍
お
客
様
だ
け
に

玉
言
が
、
転
居
先
不
明
で
届
か
な
い
た
め
~
で
あ
っ

い
た
ず
ら
に
感
情
を
損
ね
る
よ
う
な
こ

も
ど
し
を
こ
と
わ
っ
て
い
る
こ
と
~

i

う
っ
か
り
し
て
い
た
り
、
貯
金
残
高
が
こ
り
る
と
き
に
は
、
通
帳
に
記
入
さ
れ
て

i

不
法
に
入
手
し
た
貯
金
通
帳
等
に
よ
：
払
い

利
子
が
あ
る
た
め
、
利
子
が
利
；
ン
｀
窓
口
で
貯
金
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
-
が
逮
捕
し
た
犯
人
の
自
供
に
よ
っ
て
わ
；
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
こ
ら
あ
た

郵
政
省
で
は
、
十
年
間
利
用
さ
れ
て
：
少
な
い
の
で
、
郵
便
局
ま
で
行
く
の
を
~
い
な
い

；
り
の
か
ね
あ
い
か
非
常
に
む
つ
か
し
い

:
も
の
で
す
。

肝
リ

す

羞

昨

年

度

は

松

山

郵

政

管

内

で

五

0
件
丁
か
り
ま
し
た
。

て
そ
の
ま
A

に
し
て
い
た
三
子
を
生
ん
で
、
ぴ
っ
く
り
る
よ
う
な

い
な
い
郵
便
貯
金
通
帳
の
持
主
の
方
へ
丁
？
《
と
思
っ

．
し
た
も
の
な
ど
が
あ
っ
ま
る
と
、
こ
冨
額
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
五
発
生
し
ま
し
た
。
と
こ
る
が
、
こ
の
う

~
I
Iと
に
か
く
郵
便
局
は
る
行
に
く
い
”
.

こ
の
ま
A

に
し
て
お
く
と
無
効
に
な
る
ぶ
ンん

な
に
大
き
な
金
額
に
な
り
ま
す
。
遁
も
う
一
度
「
忘
れ
て
い
る
貯
金
通
帳
は
玉
ら
六
件
は
み
こ
と
窓
口
で
詐
欺
犯
人
だ
ー
：
と
は
犯
人
の
言
°
詐
欺
犯
罪
は
手
口
が
箪
益
宕
内
で
は
皆
様
の
大
切
な
貯
金
を
守

あ
る
だ
け
に
犯
行
を
見
破
る
こ
玉
こ
た
め
、
時
と
し
て
は
御
面
倒
な
お
願

旨
の
通
知
を
し
て
い
ま
す
し
そ
の
ま
A
~

五
見
破
っ
た
た
め
す
ぐ
さ
ま
逮
捕
ナ
る
二
巧
妙
で

と
元
金
に
一
年
;
な
い
か
」
よ
く
ぉ
調
べ
下
さ
い
。

こ
れ
だ
け
の
成
ぶ
い
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
郵
便

利
用
さ
れ
な
い
で
権
利
か
な
く
な
る
貯
溢
南
貯
金
は
、
一
年
た
っ

と
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
の
低
か
十
二
：
と
は
む
つ
か
し
い
が
、

金
が
、
昨
年
度
一
、
年
間
だ
け
で
も
八
億
丘
間
の
利
子
か
組
み
入
れ
ら
れ
、
二
年
目

i

袢
は
窓
口
係
員
が
あ
や
し
い
と
見
て
、
ご
釆
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
、
窓
口
係
員
五
局
は
「
カ
ク
す
ぎ
る
。
面
倒
く
さ
い
か

て
い
ま
す
。
に
は
｀
そ
の
元
利
金
額
に
ま
た
利
子
か

i

9

ら
。
」
と
い
わ
な
い
で
、
御

六

0
0
0万
円
に
も
の
ぼ
っ

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
の
財
産
を
お

守
り
す
る
た
め
以
外
に
他
意

は
あ
り
ま
せ
ん
。



扶
養
共
済
制
度

釦
精
神
薄
弱
者

仰
身
体
障
害
者
で
そ
の
程
度
か
身

体
障
害
者
程
度
等
級
表
の
一
級

か
ら
三
級
ま
で
に
該
当
す
る
者

⑱
精
神
注
た
は
身
体
に
永
続
的
な

障
害
が
あ
る
者
で
、
①
ま
た
は

紛
と
同
程
度
の
障
害
と
認
め
ら

れ
る
者
。

愛
媛
県
心
身
障
害
者

l加入者の年令 1共済制 l湘濁Irぃスカni去の牢圭い＾年如臨

.. ・・ 

林
業
改
良
指
導
員

， 
`` 9 1 

＂

り

所

定

の

期

日

ま

で

に

市

町

村

れ

ま

す

。

）

・
◇
加
入
の
申
込
み
は
？

長
の
指
定
す
る
と
こ
る
に
払
込
~
釦
加
入
者
が
脱
退
の
申
し
出
を
し
~

i

こ
の
制
度
に
加
入
を
希
望
す
る
方
一

i

た
と
き
。

＂
は
、
町
役
場
に
所
定
の
申
込
み
書
等
[
ん
で
下
さ
い

o

~
を
提
出
し
て
下
さ
い
o

．
◇
年
金
は
ど
ん
な
と
き
い
く
ら
支
給
さ
[
釦
加
入
者
か
掛
金
をlケ
月
分
滞
[
肱
川
町
推
茸
生
産
組
合
弟
三
回
通
常
●
監
事
に
岡
中
又
三
郎
ヽ
西
田
盛
史
、
和

納
し
た
と
き
。

□総
会
を
八
月
十
日
役
場
会
議
室
に
て
開
こ
気
明
男
の
各
氏
を
選
任
し
て
、
盛
会
神

i

な
お
、
加
入
申
込
み
に
必
要
な
書
類
．
れ
る
か
？

~
は
、
町
役
場
で
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
・
①
年
金
支
給
の
要
件
お
よ
び
期
間
-
（
掛
金
を
ニ
ヶ
月
分
滞
納
す
る
・
催
。
こ
に
終
っ
た
。
尚
、
四
十
五
年
度
の
計
画

加
入
者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
＂
と
自
動
的
に
資
格
を
失
な
い
ま
・
昭
和
四
十
四
年
度
事
業
報
告
書
承
認

3

二
で
、
楕
場
給
水
施
設
を
上
嵯
峨
谷
、
白

し
ょ
う
か
？

◇
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
と
は
?
:
>
掛
金
は
い
く
ら
で

こ
の
制
度
は
、
精
神
や
、
身
体
に
~
釦
掛
金
の
額
＂
廃
疾
の
状
態
と
な

r

た
と
き
は
~
す
か
ら
、
掛
金
の
納
入
に
つ
い
：
昭
和
四
十
五
年
度
事
業
計
画
を
設
定
。
二
石
、
小
畑
井
の
三
ケ
所
に
設
置
す
る
と

障

害

が

あ

る

た

め

に

将

来

独

立

し

て

[

こ

の

制

度

に

加

入

さ

れ

た

保

]

そ

の

死

亡

ま

た

は

鹿

疾

と

な

つ

{

て

は

十

分

注

意

し

て

下

さ

い
o

・
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
の
決
呆
、
:
と
を
決
定
し
た
o

生
計
を
営
む
こ
と
が
困
難
と
思
わ
れ
~
護
者
は
、
毎
月
次
の
年
令
区
分
．
た
日
か
ら
、
加
入
者
が
養
育
しi
i

理
事
忙
西
本
源
格
、
飛
野
虎
生
、
蔵
田
~

芦
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
保
~
匠
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
掛
金
を
．
て
い
た
心
身
障
害
者
が
存
命
中
~
二
武
文
、
中
抑
一
、
富
永
直
次
、
中
本
市
~

藤
者
か
、
自
分
の
死
亡
後
残
さ
れ
たi

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
~
毎
月
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
°
[
い
ナ

2け
り
．
郎
、
和
気
芳
男
、
森
繁
史
、
ぃ

:
l
t
'

＼

ー

l
り
l
lー

＼

＼

，

＼

＼

ー

ー

ー

ー

ー

7

|

｀

心
身
障
害
者
の
生
活
の
安
定
を
圏
る
[
て
ぉ
り
ま
す
が
`
特
に
本
県
は
~
5

年
金
の
額
[

支

給

さ

れ

る

年

金

の

額

は

‘

[

巡

回

指

導

を

終

っ

て

[

た
め
に
、
そ
の
生
存
中
に
一
定
の
掛
~
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
加
入
．
[

．
金
を
県
に
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
~
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
加
~
月
額
二
万
円
で
す
。
-

者
の
掛
金
に
対
し
て
補
助
を
，
釦
年
金
の
支
給
停
止
等
~
七
月
下
旬
よ
り
八
月
上
旬
に
か
け
て
~

蒻
苔
れ
た
心
身
障
害
者
が
終
身
一
定

i

入

の
年
金
の
支
給
を
受
け
て
｀
そ
の
し
~
行
な
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

i

心
身
障
害
者
が
次
に
該
当
す
る
~
し
い
た
け
原
木
の
伏
場
・
楕
場
の
巡
回
[

あ
わ
せ
を
た
か
め
よ
う
と
す
る
も
の
~
し
た
か
っ
て
加
入
者
の
事
実
上
~
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
年

i

指
導
を
行
な
い
ま
し
た
か
、
そ
の
概
要
~

.
の
掛
金
負
担
額
は
、
次
表
末
記
~
金
の
支
給
か
停
止
さ
れ
ま
す
。
正
に
つ
い
て
御
知
ら
せ
し
ま
す
。

で
す
。

S
l
ヶ
月
以
上
所
在
が
不
明
に
~
一
、
し
い
た
け
菌
の
活
着
伸
長
状
況
は
~

の
と
姦
り
で
す
。

◇
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
者
は
ど
ん

i

i

極
め
て
良
好
で
、
平
均
縦
二
十
糎
、
~

~
な
っ
た
と
き
。

な
者
で
し
よ
う
か
？
~

こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
者
は
、
・

5

囀

。

16733402174340250500i

匂
懲
役
ま
た
は
禁
固
の
刑
に
処
、
横
六
糎
程
度
の
成
績
で
あ
り
ま
す
。

せ
ら
れ
、
刑
の
執
行
を
う
け
一
ヽ
長
雨
の
関
係
で
雑
菌
か
や
A

多
い
~

<

心
身
障
害
者
の
保
聡
者
で
、
加
入
し
~
〗
負

よ
う
と
す
る
と
き
に
次
の
要
件
を
み
)
者
者
者
~
て
い
る
と
き

0

¥
よ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
積
替
や
環
境
ぃ

一
入
者
入
者
入
者
~
仰
日
本
国
外
に
転
出
し
た
と
き
ど
整
理
を
し
て
下
さ
い
。
~

た
し
て
い
る
者
で
す
。
·
~

~
k

分
加
入
加
入
加
入
~
な
お
、
こ
の
年
金
は
、
そ
の
心
身
ニ
―
-
、
伏
込
方
法
は
自
己
流
が
目
立
ち
ま
~

釦
愛
媛
県
内
妃
住
所
が
あ
る
こ
と
。
~
手
の
加
の
加
の
加
．

一
者
帯
の
者
帯
の
者
帯
の
~
障
害
者
の
生
活
安
定
と
福
祉
の
増
進

i

し
た
。
基
本
的
な
方
法
に
伏
せ
込
ん
~

ご
g

入
世
帯
入
世
帯
入
世
帯

i

約
四
五
才
未
洞
で
あ
る
こ
と
。
た

i

だ
し
、
昭
和
四
六
年
八
月
末
日
~
ヽ
｀
の
た
め
以
外
匠
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
)
[
で
下
さ
い
。

加
税
世
加
税
世
加
税
世
~

い
く
ら
支
四
、
原
木
の
伐
採
が
遅
目
で
乾
燥
不
足
~

；
＞
弔
慰
金
は
ど
ん
な
と
き
、

ま

で

は

六

五

オ

未

洞

ま

で

加

入

[

:

の

繹

般

の

課

部

鯰

讐

．

で
き
ま
す
。
~
給
さ
れ
る
か
？
~
か
多
い
よ
う
で
す

0

次
の
伐
採
は
徹
~

一

得

疇

塁

麟

↑

世

税

の

護
民
護
民
外
護
民
外
~
加
入
者
が
生
存
中
に
、
そ
の
扶
養

i
底
し
た
適
期
伐
採
を
行
な
っ
て
下
さ

i
• 

.
 

J
m
活
町
記
麟
枷
麟
麟
畔
麟
[
す
る
心
身
障
害
者
が
死
亡
し
た
と
き
~
い

o

割
特
別
な
疾
病
や
障
害
の
な
い
者

[:5保
村
訊

[
ま
た
は
加
入
者
と
心
身
障
害
者
が
同
~
以
上
が
概
要
で
す
か
、
し
い
た
け
栽
一

な
そ
こ
の
制
度
で
言
う
心
身
障
害
―

i

生
市
上
生
市
上
生
市
上
・

~
時
に
死
亡
し
た
と
き
に
支
給
さ
れ
、
盗
F
を
さ
れ
る
大
部
分
の
方
が
栽
培
開
始

i

者
と
は
、
次
の
よ
う
な
障
害
者
で
将
~

~
そ
の
額
は
、
一
時
金
で
二
万
円
で
す
。
五
後
三
年
か
ら
五
年
の
間
に
技
術
の
簡
暑
~

0

0

0

、

~
掛
額
円

0
0
0

の二
3

0

3

.

5

来
独
立
自
活
し
て
生
活
す
る
こ
と
か
一

；
◇
ど
ん
な
と
き
加
入
者
は
資
格
か
な
く
ぷ
‘
管
理
の
粗
放
化
に
よ
る
失
敗
を
し
て

i

1

1

.

 

困
雛
と
思
わ
れ
る
者
で
す
。
一
~
度
金

1

．
分
満
＂
な
る
か
？
玉
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
~

＂

i

的
加
入
者
が
死
亡
ま
た
は
廃
疾
と
芦
吊
に
「
初
心
に
却
っ
て
」
基
本
的
な
栽
~

滴

上

未

上

未

以

才

以

．

オ

オ

5

オ

]

な

っ

た

と

き

。

嬉

法

を

実

施

さ

れ

る

よ

う

御

願

い

し

ま

i

（
心
身
障
害
者
に
年
金
が
支
給
ふ
ク
。

5

5

4

5

 

3

3

4

.

 

区

i

さ

れ

ま

す

。

）

．

＂

~
②
加
入
者
か
扶
養
す
る
心
身
障
害

i

i

似
掛
金
の
納
付
方
法

i

毎
月
の
掛
金
は
、
市
町
村
長
~
者
が
死
亡
し
た
と
き
。

←
の
発
行
す
る
納
入
通
知
書
に
よ
~
（
加
入
者
に
弔
慰
金
が
支
給
さ
~

肱川土場木材相場表

長さ 未口径 すぎ ひのき まつ そ の 他
4.0 m 7cm下 9 2 9 3 松パルプ材

8 上 7 0 7 0 l.5m--2.1加

. l 12“ 6 3 1 1 6 未口 6cm上

16 " :< 1 0 6 24円30銭
4.2 m 3 0,9 1 2 5 
3. Om 7暉下 7 4 7 6 雑パルプ材

l 
8 上 5 5 5 8 1.5 m-..2.1 m 

1 3“ 8 3 1 5 9 未口 6cm上
3.2 m 1 6,／ 7 2 1 3 6 1 9円20銭
2. 0 m 7cm下 3 3 3 5 

l 
8 上 2 0 2 2 松・箱材
1 6” 3 2 3 8 2.lm 

2.1 m 30” 5 4 4 8 未口 14ば上
1. Om 12上 1 5 2 0 2 9円～32円
6.0 m 13上 8 3 1 6 5 

6m以上 足場 1亭つき 60-100

本表は肱川町内の自動車土場の価格です。（丈当り）

故に運賃や市場手数料など差引いたものです。

昭和 45年 8月 8日市

乾しいたけ相場表

県森連梅隼共販売所に於ける相場

1.入札の月日 S 45. 8. 6. 

2価格

高値 3,. 2 8 0円

中値 2. 3 8 7円

安値 1,000円

＆概要

炎暑◎涜く 8月も売れゆき好

調から相場かわらず，ただ厚

肉系の強気にかかわる。
ドンコ 2.9 0 0円中心

厚肉ツプシ混り 2.6 0 0円～

3. O O 0円

セロ並品で2.40 0円中心し

下物 l,5 O o円～ 1,800円

で盆明けも大きな変動はなか

るうと思われる。

次回市 8月27日ですo

5日前位に出荷して下さい。

l
/
¥
l
¥
|
l
 

し
い
た
け
生
産
組
合
総
会
終
る



農

協

だ

よ

り

．
 

よ
う
、
規
制
す
る
こ
と
七
0
0
円
よ
り
八
万
八
‘
1
0
0
8
l
一
．
か
に
壻
産
し
て
い
る
。
い
玉
緑
茶
は
、

．
内
の
血
仮
循
猿
の
不
艮
を
察
知
乳
房
炎

‘

□Q

こ
と
の
な
い

．
ま
す
。

＂
こ
甕
底
の
珠
障
を
弟
、
一
に
考
え
た
巌
丁
か
目
を
も
た
げ
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
[
と
し
ヽ
玉
食
用
以
外
の
用
途
に
処
分
す
口
胆
、
七
%
）

g伸
び
を
示
し
た
o

こ
此
晋
追
也
ん
茶
に
賑
り
む
け
ら
れ
て
誂
産

い
る
。
曰
香
茶
は
、
一
部
で
壻
産

二
励
の
み
の
り
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

[
rん
た
い
。
細
農
啄
の
中
に
は
後
搾
り
な
~
ゐ
よ
う
、
追
切
な
指
導
を
行
な
う
u
i

は
前
年
晨
と
固
禄
に
労
貿
、
俸
給
な
ど
・
し
て

｀
賃
釜
収
入
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
こ
さ
れ
た
が
、
狩
圃
で
刈
り
番
生
莱
が
誡

＂
一
窺
卯
出
莉
量
調
査
結
果
一

：
み
の
り
共
済
な
ら
ご
加
入
の
そ
の

B
か
：
し
の
万
も
あ
る
様
だ
が
や
は
り
俊
搾
り
‘

[
ら
大
き
な
株
障
を
苓
約
束
し
ま
す
。
~
捨
搾
り
を
良
<
や
ゐ
串
に
よ
り
、
早
ぃ
~
晟
林
省
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
叫
十
~
®
巖
莱
所
得
に
占
め
る
制
合
は
ヽ
即
年
~
迪
し
て
ぃ
る

o

・
'

こ
心
に
乳
房
炎
の
芽
を
刈
り
取
り
槻
い
忠

□
阻
年
鶏
卵
出
荷
量
調
査
結
呆
賦
要
に
よ
」
巖
の
五
―
―
-
、
二
％
か
ら
五
六
、
九
％
に
~地

方

の

話

題

9~• 

二3
で

す

。

：

る

と

、

9
囮
十
四
乗

i
lュ
十
二
月
）
一
丁
上
昇
し
、
ま
す
ま
す
巌
外
依
存
の
傾
向

i

共

済

二

指

導

部

．
 

.~I 

畜
産
部
二
午
間
に
金
国
の
産
地
か
ら
出
荷
さ
れ
た
口
を
強
め
た
。
9
巌
家
の
家
計
貨
は
、
一
~

大
き
な
保
障
で
~
ー
ー
！

属
卵
は
、
一
＝
二
万
ト
ン
で
あ
っ
た
．
o

二
0
六
万
一
＿
一
、
土
0
0
円
で
前
年
巌
の
九

i

巌
林
中
奎
福
岡
支
所

-
0
万
五
，
＿
休
耕
出
を
レ
ジ
ャ
ー
晨
園
に
一

J

う

ご

き

こ
れ
を
即
年
に
比
ぺ
る
と
一
―
％
の
摺
~
五
万
八
、
0
い
い
）
日
に
比
ペ

臼

疇

仁

よ

る

夏

バ

デ

農

政

の

ご
家
族
の
し
あ
わ
せ
を
~

い
加
で
あ
る
。
②
の
出
荷
誠
を
仕
同
け
先
ニ
ュ
0
0
円
（
一
一
、
0
%
)
の
伸
び
な
．
◇
休
耕
出
と
し
て
遊
ん
で
い
る
出
ん
は

農
励
の
み
の
り
共
栖
i
l
l型

:
i
r年
は
争
の
ほ
か
、
農
楽
が
や
か
ま
し
~

＂
を
「
土
い
じ
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て

（
慟
き
ざ
か
り
の
あ
な
た
だ
か
ら
こ
そ)
[
S
o
一
夜
に
昆
虫
が
一
―
-
0
グ
ラ
ム
の
皿
・
「

:
f
\、ヽ
ウ
｛
含
窟
木
の
取
扱
い
一
~
別
に
み
て
含
と
、
一
頚
都
市
(
+
ー
大
ニ
ホ
し
た
。
・
⑤
農
家
経
訴
余
剌
は
、
一
七
．

か
ん
ば
る
毎
日
の
う
ち
で
8

ぜ
ひ
ご
自
二
隊
を
吸
う
そ
う
で
す
が
、
一
夏
八
0
円
・
食
糧
庁
は
七
月
二
十
幽
日
、
カ
ド
、
‘
、
二
都
市
）
仕
向
け
は
六
七
万
ト
ン
で
、
総
二
竺
ハ
‘
-
0
0
円
で
、
前
年
披
の
一
九

i

貰
苓

9
」
と
、
一
般
に
無
科
で
解
放
し

る
、
ふ
だ
ん
土
に
飢
え
て
い
ゐ

分
の
こ
と
や
ご
啄
朕
の
こ
と
を
»
あ
わ
]
で
一
頭
の
乳
牛
か
ら
二
千
四
白
グ
ラ
ム
丁
ワ
ム
に
よ
る
米
の
汚
染
閲
題
に
つ
い
て

□

出
荷
菫
の
五
一
％
を
占
め
、
二
類
都
市
二
刀
よ
り
―
―
―
-
、
九
0
0
円
（
七
、
掴
珍
）
~
た
と
こ

し
て
み
る
[
厚
生
省
倣
菫
並
属
調
査
研
究
会
よ
り
、
二
回
け
は
＝
工
g

万
ド
ン
竺

H
ハ
%
、
=
二
か
口
姻
少
し
た
o

回
経
済
余
刺
は
幽
+
三
年
:
す
ラ
リ

l
マ
ン
な
ど
が
ヽ
押
す
な
押
す
●

.‘
 

せ
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
；
J

な
り
ま
す
。
ソ
ロ
ノ
ン
に

~
な
9
盛
況
ぷ
り
を
見
也
た
所
か
あ
ゐ
。

そ
し
て
ご
目
分
の
た
め
に
も
ビ
家
底
妬
丁
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
約
五
斗
分
を
吸
い
取
~
「
一9

、

O
P
E
M

以
下
の
玄
木
（
精
臼
二
都
市
、
そ
の
他
町
村
向
け
は
一
ー
ニ
万
卜
ニ
康
に
引
音
読
き
賦
少
し
た
。

貰

巴

審

議

会

固

く

一

こ

の

レ

ジ

ャ

ー

晨

園

は

農

林

中

央

金

庫

対
す
免
墨
江
の
た
め
に
ら
い
ま
こ
そ
»
:
3
れ
た
挙
に
な
る
。
そ
ん
な
馬
鹿
気
に
〗
栄
妬
つ
い
て
は
0
、
J
P
E
M
)

は
、
人
：
ン
で
ニ
―
―
-
％
で
あ
っ
た
。
宙
月
別
出
荷

し
っ
か
り
し
た
生
活
設
酎
を
う
ら
た
て
二
数
字
が
出
る
と
は
つ
ゅ
し
ら
な
く
て
も
．
体
に
有
害
で
あ
ゐ
と
は
判
断
で
き
な
い
」

i

量
な
み
ゐ
と
、
五
月
が
一
―
―
カ
ト
ン
で
]
政
府
は
七
月
＝
―
日
、
農
杯
省
て
巖
以
．
福
岡
支
所
が
あ
っ
辻
ん
し
た
＄
の
で
、

つ
い
で
十
月
（
一
―
]
審
議
会
（
小
倉
武
一
会
長
）
を
開
窒
、
~
侮
詢
市
大
梱
の
農
家
か
ら
十
ヘ
ク
ク
ー

て
く
だ
さ
い
。
ゅ
た
か
な
木
釆
を
か
た
二
何
と
か
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
こ

l

日
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
：
も
っ
と
心
多
く
、

も
つ
く
る
た
め
の
み
の
が
迂
な
い
好
機
[
て
い

Q

人
は
多
い
と
思
5

の
で
す
が
ヽ
~
て
ヽ
次
の
よ
ぅ
な
カ
ド
ミ
ウ
ム
含
有
米
ニ
カ
五
ヽOい
O
ト
ン
）
‘
七
月
（
―
—
二
認
合
農
政
の
今
仮
Q
朕
囲
V
C
っ
ぃ
て
侠
~
ル
の
休
耕
田
の
促
供
を
氾
己
け
た
も
®
゜

で

す

。

二

さ

て

腹

の

中

の

こ

と

に

な

る

と

無

頓

盾

二

3

配
給
上
の
取
扱
い
を
決
定
し
た
。
二
万
―
―
-
、
0
0
0
ト
ン
）
の
誤
で
あ
り
、

□可
を
は
じ
め
た
。
テ
ー
マ
ほ
農
痒
物
価
、
同
支
所
は
梅
岡
市
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て

の
と
名
こ
丞
朕
を
子
｀
り
ま
す
）
五
人
が
多
い
よ
う
で
す
0

卜
褐
へ
行
っ
[
-
、
カ
ド
、
ヽ
ヽ
ウ
ム
採
境
汚
染
装
観
察
地
；9

っ
と
心
少
な
い
月
は
二
月
の
九
万
五
二
硲
政
策
の
洗
い
な
苓
し
苓
よ
び
巌
莱
釜
~
い
る
。
「
化
い
っ
は
い
追
助
」
の
熱
心

-
9
-

ニ
雌
政
策
3
あ
り
一
カ
の
二
瓜
に
つ
5
て
で
~
な
会
員
で
も
あ
り
、
つ
ね
つ
ね
化

3
種

み
の
り
共
栢
且
立
に
、
万
一
の
と
呑
こ
王
且
[
-
乙
寄
生
の
な
い
肝
幽
を
兄
付
け
二
城
の
う
も
、
農
簗
採
有
玄
米
の
カ
ド
、
‘
‘
:
0
0
0
ト
ン
で
あ
っ
た
。

家
族
の
王
活
保
障
を
重
点
と
し
た
大
型
：
ゐ
に
は
骨
が
折
れ
る
の
忍
況
状
で
す
｀
丁
ヮ
ム
滅
良
が
一
、
0
2
p
旦
以
上
/
]
認
1

直
十
山
年
度
の
広
家
註
詞
]
い
此
産
拗
仙
栢
以
策
に
つ
い
て
は
米
年
夏
ニ
ナ
を
市
民
に
配
っ
て
「
化
を
作
っ
て
下

・ー

保
障
プ
ラ
ン
て
す
。

i―
―
倍
阻
倍
と
い
う
ご
吻
の
本
に
よ
れ
ば
「
二
百
五
十
匹
寄
生
二
疋
さ
れ
た
地
域
の
産
不
に
配
絵
也
ず
王
[
1

ゲ
倅
ぞ
に
こ
の
僭
と
、
四
十
幽
年
口
，
｛
／
曳
在
で
に
仮
討
詰
来
を
ま
と
め
る
万
汁
~
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
宮
た
か
、
「
折

．
で
そ
れ
ぞ
れ
寺
口
の
姿
，
呉
刀
ら
な
る
瓦
口
角
証
子
を
心
ら
一
二
」
忍
図
地
庄
ま
い
で

大
窒
な
抹
障
か
く
ら
し
の
い
し
ず
え
に
二
す
る
と
症
状
を
現
わ
し
脳
染
竺
―
―
十
五
：
食
用
以
外
の
用
途
に
売
却
す
る
。
二
唇
啄
経
済
収
支
似
算
を
発
表
し
た
。

な
り
明
ゐ
い
こ
〗
喪
味
の
し
あ
わ
せ
を
し
で
~
六
十
日
が
一
番
直
症
と
な
る
」
と
あ
[
『
装
観
祭
地
城
産
米
の
う
只
前
記
口
そ
れ
に
よ
る
と
、
3
全
国
巖
家
―
戸
当
:
去
竺
認
け
仮
討
す
ゐ
こ
と
に
な
つ
唇
~
は
植
え
る
梅
所
か
な
い
」
と
ぃ

9
声

~
も
送
か
さ
れ
た
。

っ
か
り
と
守
り
ま
す
。
そ
の
上
不
嵐
の
エ
リ
ま
す
。
こ
ん
な
「
牛
を
喰
う
虫
」
で
~
、
一
以
外

9

産
木
は
食
品
衛
生
上
安
全
と
；
名
丁
均
の
所
得
は
ー
ニ
0
万
七
、
山
0
]
一
否
茶
の
生
産
菫
一

災
害
畢
故
や
伝
染
病
で
ガ
ー
の
と
岩
や
;
•
晨
バ
テ
さ
せ
る
な
ん
て
愚
の
骨
浪
と
い
[
今
ら
れ
る
が
坑
在
の
米
穀
©
需
給
畢
情
；
〗

E
と
な
っ
た

o

そ
れ
は
ヽ
固
土
二
年
~
巌
杯
雀
が
こ
の
ほ
ど
皿
十
土
年
て
否
：

Y
て
こ
で
出
心
い
っ
い
た
の
が
ヽ
こ
の
休

働
け
な
く
な
っ
た
と
送
災
害
給
付
年
が
．
う
べ
送
で
す
。
「
大
禍
く
」
の
前
駆
出
．
蕊
よ
び
消
費
者
脳
情
を
考
嵐
し
て
配
給
．
跛
．
の
農
家
所
得
―
―
―
―
ー
万
五
、
七
0
0
．
盤
の
生
涯
直
（
玉
袈
六
附
県
）
を
光
汰
耕
地

9
市
民
利
用
。

E2を
八
万
一
、
七
0
0
円
（
七
、
＝
冤
）
丁
し
た
。
そ
れ
に
よ
ゐ
と
、
3
生
莱
収
棧

i

「
呆
た
し
て
申
し
込
み
が
と
の
位
あ

で
き
た
の
も
し
い
共
栖
で
す
。
：
を
叙
し
度
い
沿
の
で
す
。
駆
虫
剤
を
利
：
し
な
い
。

ト
ン
で
前
年

i

る
か
」
と
、
初
め
て
の
試
み
に
定
つ
か

用
す
ゑ
答
は
副
作
用
か
強
い
の
が
ク
マ
ニ
―
-
、
袈
観
象
地
域
の
産
木
は
、
目
玉
流
了
上
回
る
心
3

0

9
批
算
農
家
の
所
得
の
：
軍
は
―
二
万
九
、
八
0
0

災

害

給

付

金

に

傷

で

す

か

ら

必

ず

一

日

間

濃

厚

飼

料

星

米

と

し

支

流

迪

す

る

こ

と

の

な

い

[
5
も
誤
莱
所
得
は
五
二
万
0
、
六
0
0
扇
一
で
あ
の
た
。
密
羹
生
産
菫
は
、
＝
―
[
な
く
び
っ
く
り
だ
っ
た
が
、
誓
集
を
姻

、
申
込
み
か
殺
到
し
、
細

〇
減
餌
（
三
分
の
一
以
下
）
の
後
で
投
：
よ
う
措
置
す
る
。

□Q

て
み
る
と

蓋
い
で
、
．
＿
即
年
巖
の
五
二
万
七
、
0
0
3
:
刀
l

、
0
3
3
ト
ン
で
前
年
に
比
ペ
一
．

◎
災
告
給
付
金
と
し
て
共
済
金
額
の
六
芦
号
す
る
が
無
離
で
し
ょ
う
。
．
口
幽
、
3
即
記
一
の
米
を
採
有
す
る
農
啄
二
円
よ
り
六
、
幽
0
0
円
（
一
、
二
％
）
二
珍
椒
少
し
た
。

c

れ
な
茶
種
別
に
み
る
~
め
切
り
の
五
月
末
前
に
予
定
を
は
る
か

0
％
以
上
を
受
け
と
ら
れ
た
場
合
は
、
ロ
バ
テ
は
ま
た
乳
牛
の
生
命
線
で
あ
る
に
対
し
て
は
、
政
府
保
有
木
を
配
給
す
こ
獄
少

0

こ
れ
は
，
翌
莱
租
収
益
の
伸
び
が
丁
尺
緑
糸
は
削
年
よ
り
一
劣
放
少
し
、
~
に
オ
ー
バ
ー
す
る
仕
末

0

や
っ
と
土
地

そ
の
後
の
掛
金
が
ゼ
ロ
と
な
る
と
と
も
；
乳
房
が
被
害
を
援
り
ま
す
。
こ
れ
を
称
：
Q

0

口幽―
i
-

劣
に
と
ど
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
祉
茶
は
、
緑
糸
仙
．
恰
の
対
仇
に
よ
り
、
：
を
手
に
入
れ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
サ

に
、
満
期
や
刀
一
の
と
き
に
は
ご
契
約
：
し
て
「
屎
乳
房
炎
と
い
い
ま
す
。
口
②
前
記
一
の
木
以
外
の
要
観
崇
地
域
の
こ
康
莱
経
苗
費
の
伸
び
が
一
、
六
％
と

i
原
葉
が
緑
茶
に
む
け
ら
れ
て
、
菌
年
に
~
ル
ビ
ア
、
面
日
阜
、
き
ゅ9
り
、
大
豆

一

」

の
主
頷
の
全
頷
を
受
け
と
れ
ま
す
。
：
こ
れ
は
肯
腸
か
彼
れ
て
、
平
均
体
温
の
ご
声
米
を
裾
有
す
る
農
家
に
対
し
て
は
、
＂
な
り
巖
栗
庭
営
貨
の
伸
ぴ
が
、
巌
莱
租
[
比
ぺ
半
戚
し
た

o

i

な
ど
ヽ
忠
い
出
心
ぃ
の
旱
化
ゃ
野
菜
を
植

◎
満
期
五
0
0
万
円
に
こ
加
入
の
場
合
・
上
昇
が
王
た
ゐ
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま

{
E
望
に
い
じ
て
特
に
以
肘
保
肴
米
を
配
[
収
益
の
伸
び
を
七
ヽ
=
「
ホ
イ
ン
ト
も
上

i

緑
荼
の
肉
訳
を
兄
る
と
‘
い
玉
紬
ヽ
え
て
大
ゑ
な
呈
ぴ
ょ
?
で
ぁ
っ
た
o

「
町
か
ら
村
か
ら
」

（
交
追
畢
故
な
ど
の
災
害
、
法
定
伝
染
二
す
。
乳
房
が
「
賑
れ
は
マ
リ
の
如
く
搾
工
詣
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ご
回
っ
た
こ
と
に
よ
ゐ
忍
の
で
あ
．

0
0
9

か
ふ
辻
茶
、
て
ん
茶
は
労
力
不
足
な
ど
~

病
で
万
一
の
と
き
）
消
勘
共
済
毎
の
叫
五
ば
紙
の
如
く
」
に
は
な
ら
な
い
と
崇
~
9
前
記
3
f
②
の
配
給
を
受
け
た
臓
琢
~
⑧
一
方
、
賦
算
唇
外
所
待
は
、
六
八
万

i
か
ら
賦
涯
し
て
い
ゐ
0

回
晋
辿
也
ん
米
~
放
送

倍
ー
ニ
、
0
0
0
万
円
を
苓
支
払
い
し

T
し
た
ら
す
で
に
射
乳
作
用
不
良
で
乳
房
~
の
保
有
木
は
、
土
食
用
と
し
て
流
追
す
~
六
、
A
0
~
円
で
前
年
巖
の
五
九
万
八
~
は
、
緑
茶
の
伽
硲
が
盗
詞
な
た
め
わ
ず
~



五
月
二
十
二
日
火
．

i

入
り
に
く
い
こ
と
が
あ
る
。
）
や
、
墓
り
~
か
。
生
ま
い
牛
舎
に
と
じ
こ
め
て
日
光

；

月

二

十

幽

日

木

i

農

薬

用

語

ガ

イ

ド

．

業

に

付

着

し

な

く

て

は

効

果

が

挙

か

ら

誓

及

所

：

に

も

当

て

ず

、

即

鮮

な

空

気

き

る

＜

に

i
な
い
薬
剤
と
作
物
の
吸
収
移
行
に
よ
っ

l
|

釦
~
不
迂
対
策
~
す
え
な
い
の
で
そ
の
上
手
入
れ
が
で
送

ぃ
て
翠
ヽ
柴
剤
を
回
時
に
施
用
し
た
い
戸
し
グ
~
て
い
な
い
牛
が
順
調
に
妊
娠
す
る
は
ず

i

九

月

二

十

六

日

±

[

□由
回
]

妥
キ

＂
が
あ
り
ま
せ
ん
。
主
な
不
妊
の
原
因
と

＂
め
に
、
粒
剤
を
粉
剤
に
添
加
繊
合
し
た
~

岐
立
怠
椒
に
肥
科
莱
界
3
情
勢
が
裟
：
九
月
二
十
九
B

火
こ
諏
近
晟
楽
粉
剤
の
ド
リ
フ
ト
（
飛
散
）
~

＂
対
策
で
す
が
平
索
の
飼
養
管
誰
技
術
の

亙
閲
涵
と
さ
れ
て
さ
て
苓
り
ま
す
が
、
~
も
の
で
す
。
こ
れ
に
は
、
山
粒
剤
の
ほ
互
説
が
先
決
で
あ
る
乳
牛
が
不
妊
と
あ
[

五

弘

農

機

推

進

・

わ
り
ま
し
た
硫
安
尿
案
を
除
く
他
各
植
~

肥
科
の
価
硲
か
上
り
ま
し
た
。
仙
上
げ
~
i

こ
の
紛
剤
散
布
の
と
き
の
ま
い
上
が
り
＂
う
に
は
有
効
威
分
を
全
く
含
ま
な
い
も
~
っ
て
は
閲
組
で
あ
る

0

年
々
誤
調
に
妊
[．
向
上
に
努
め
ま
し
ょ

9
0

の
諸
妾
因
と
し
て
は
ま
ず
、
海
上
追
貨
玉
を
め
ぐ
る
紬
莱
の
変
化
は
巌
莱
情
翌
ゃ
、
そ
の
粒
子
を
細
か
い
砂
ぐ
ら
い
の
~
の
（
迪
称
ゴ
ム
物
邑
と
、
切
粉
剤
、
乙
娠
と
分
娩
が
（
り
返
え
さ
れ
て
こ
そ
配

i
巌
夫
症
の
目
己
診
断
を
し
て
み
ょ
9
0

す
：
も
の
に
し
て
新
し
い
型
の
製
剤
が
開
四
粒
剤
の
双
万
に
呉
な
っ
た
有
効
成
分
を
二
界
経
営
が
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
~
一
日
の
労
働
の
結
果
、
夜
は
疲
労
し
ま

の
大
巾
な
仙
上
り
で
あ
り
ま
す
0

ト
-
を
太
送
（
変
え
よ
う
と
し
て
苓
り
ま

（
 

す
が
、
食
畢
を
し
、
苓
ふ
る
に
入
っ
て

ン
当
り
二
、
一
夜
詞
）
わ
が
国
の
加
＂
こ
う
し
た
な
か
で
痺
協
は
地
域
巌
莱
の
国
れ
て
ぷ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
傲
粒
剤

j
]含
も
の
，i（
迪
称
粉
粒
剤
）
が
試
験
さ
れ•
U
J濃厚
飼
科
に
か
た
よ
っ
だ
飼
脊
で
な
~

．
て
苓
り
ま
す
が
、
特
に
山
は
、
粉
剤
粒
~
：
す
い
み
ん
を
と
る
と
、
翌
朝
に
は
、
疲

：
れ
が
と
れ
る
と
い
う
の
が
、
埠
悠
的
で

阜
竪
翌
こ
霞
源
は
旧
貨
の
盆
菫
が
輸
二
磁
拡
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
購
貰
爽
と
一
般
に
呼
ば
れ
て
苓
り
、
粉
剤
と
四
．
い
か

0

乳
牛
自
体
の
健
康
に
は
定
か
ま
~

こ
ナ
か
粒
剤
粒
子
に
ま
ぷ
れ
て
つ
い
て
一
．

入
に
躯
仔
し
て
苓
ら
ま
す
。
し
た
か
っ
仔
の
優
位
を
確
立
す
る
た
め
年
一
ム
回
予
属
に
し
て
作
物
の
茎
莱
に
散
布
さ
れ
ま

i

・
え
な
し
で
濃
厚
飼
科
を
多
給
し
牛
の
も
工
3

0

し
か
ヒ
翌
が
ひ
ど
い
と
回
復
某
た
ん
た
ん

：
し
ょ
に
イ
ネ
の
内
部
ま
で
入
ゐ
性
質
を
~

て
加
里
原
石
が
（
ト
ン
）
一
、
八
3
3

二
約
推
進
を
行
っ
て
ぶ
り
ま
す
。
慨
械
化
~
す
。
倣
粒
剤
は
鉱
物
質
の
キ
ャ
リ
ヤ
ー

i
~

つ
能
力
以
上
の
搾
乳
を
強
炭
し
て
生
埠
~
た
ま
っ
て
佑
硲
塩
ぐ
な
っ
た
ク
背
出
か
瓶
｀
な
っ

~
を
息
切
れ
が
し
た9
し
て
窒
ま
言
暑
叉
た

]
ね
ら
っ
た
も
の
で
舞
い
上
が
り
も
少
な
い

臭

巾

な

迪

貿

仙

上

げ

と

合

辻

ま

す

と

以

呂

農

罪

追

追

蜘

も

一

＿

一

年

日

を

む

か

え

県

二

紅

子

に

有

効

成

分

を

吹

容

つ

け

た

り

、

ー

」

障

害

を

苓

こ

し

て

い

な

い

た

る

9
か。

（
ト
ン
当
り
―
―
-
、
九
六

3
円
）
に
な
り
十
九
慮
盆
日
標
に
推
進
し
て
苓
り
ま
す
属
潅
さ
せ
た
り
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
：
く
な
り
ま
す
。
粉
粒
合
剤
を
散
布
す
る
」
白
租
飼
料
の
給
与
が
不
足
し
て
い
な
い
：
も
に
冷
い
え
る
こ
と
で
す
か
唇
訊
ス
裡
彦
熔

ヽ
~
い
う
こ
と
翌
お
瑣
旦
盆
奏
症
と
い
い
ま
す
。

~
山
屑
と
且
凶
底
帰
向
手
足
の
し
び
九
田
孜
凹
の
多
尿

ま
し
て
加
圭
肥
料
と
燥
酸
肥
科
供
二

0
．
が
今
年
も
秋
農
檄
の
時
期
が
参
い
り
ま
：
そ
の
粒
子
は
粒
径
一
七
七
ー
ニ
九
七

μ
i
場
合
厄
叡
布
楓
と
の
関
係
で
拘
一
に
ま

i

か
°
艮
質
な
羊
が
不
尼
す
る
勧
合
は

冨

唇

経

営

に

無

辿

が

あ

る

。

饂

端

に

い

い

盃

囮

筍

仇

胃

尚

誓

箆

t象

~
け
る
か
ど
う
か
十
分
に
恢
討
さ
れ
る
ぺ
．

キ
ロ
で
五
0
日
か
ら
六

0
円
上
が
り
ま
~
し
た
°
有
利
な
不
需
用
栽
予
約
導
入
に
丁
庭
巌
の
も
の
が
大
部
分
占
め
て
苓
り
、
•

：
き
閲
題
と
思
い
ま
す
。

す
。
し
た
が
っ
て
伽
女
と
尿
素
を
除
く
~
御
励
力
下
さ
い
。
~
か
な
り
さ
ら
さ
ら
し
た
性
質
の
も
の
で
・
~
え
ば
牛
の
飼
養
法
は
製
は
肯

f早
、
冬
は
~
こ
れ
ら
の
祖
目
を
み
て
目
忽
体
盆
烹
い
つ
＄
あ

ぃ
八
農
杯
省
農
莱
技
術
研
究
所
V

亙
連
と
サ
イ
レ
ー
ジ
だ
け
で
さ
よ
い
は
~
生
河
と
息
墨
苫
一
点
な

K
添
t
て

他
、
化
成
肥
科
で
二
0
キ
ロ
ー
袋
に
十
；
芭
期
閲
九
月
一
日
ー
｀
九
月
―
―
-
+
目
二
す
。
こ
の
よ
う
な
粉
剤
に
比
ぺ
れ
ば
ず
~

丁
加
戻
品
和
誓
す
。
今
旦
印
歴
丁
六
躁
天
症
臨

C
ぁ

擬
学
博
士
出
中
俊
彦
~

9

っ
と
粒
子
が
大
き
い
の
で
す
が
、
茎
葉

i

．ど＂早

9
給
与
が
必
装
で
あ
る
。

丁
見
六
恨
ょ
上
の
人
は
か
か
っ
て
い
9
自
心
そ
ょ

円
か
ら
二
0
円
の
仙
上
り
特
に
燦
酸
加
~

詞
追
即
や
手
入
れ
か
不
足
し
て
い
な
い
~
い
で
し
貞
も
巖
夫
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に

キ

キ

ク

＂

に

は

か

な

り

付

潅

す

る

よ

う

で

、

特

に

i

農
分
？
多
い
化
成
肥
料
は
一
塁
。
~

~
は
、
寡
生
す
い
眠
と
璽
か
質
で
す
。

七
七
ボ
．
；
羹
が
蕗
で
ぬ
れ
て
い
る
と
逹
に
は
付
~

イ

イ

ク

羞

が

な

い

よ

う

で

す

。

目

的

の

瘍

所

へ

i

円
の
価
上
げ
石
灰
奎
索
は
蘊
力
科
の
価
：
丙
~
本

1

；
の
洛
下
菫
が
多
い
た
め
に
こ
れ
を
補
い
-

上
げ
等
で
l贔
ご
当
り
一
ユ
U
円
の
太
巾
~

露

―

―

―

―

一
マ
マ
マ
ト
一

□切
除
幼
呆
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
~

価
上
げ
で
あ
り
ま
す
。
今
俊
石
灰
毎
索
~

は

出

来

る

だ

け

他

の

肥

科

に

切

替

え

て

麗

ト

ン

ン

ン

沢

サ

ト

i

苓
り
ま
す
。
ま
た
特
に
授
辺
移
行
す
る
[

五
茄
竺
空
楽
剤
で
は
、
地
表
、
出
国
上
に
~

~
サ
ヤ
ヤ
ヤ
深
サ

い

た

だ

窒

た

い

。

虹

一

岡

；
ぽ
も
た
楽
も
作
用
し
ま
す
の
で
、
―
そ
~

生
産
物
の
肱
光
価
硲
は
下
り
気
味
で
肥
~
キ
ー
一
キ
キ
キ
マ
ー
キ
静

；
巖
セ
ト
ト
セ
七
セ
ン
ト
セ
ー
；
う
効
呆
的
と
な
り
ま
す
。

~
J

イ
サ
サ
イ
イ
イ
ヤ
サ
イ
竹
立
ク
薇
粒
剤
の
剤
型
は
、
今
の
と
こ
る
殺
虫

i

科
代
の
仙
上
は
誠
に
不
合
埠
で
は
あ
り
~

・ヒ

扇
‘
除
単
削
に
厄
用
さ
れ
て
苓
り
ま
す

□1

ま

す

が

作

目

に

合

っ

た

廂

肥

設

計

を

翌

営

佐

共

ス

ク
ク
ク
ー
ー
ー
キ
キ
ク

て
て
無
駄
の
な
い
禄
元
分
な
研
究
が
な
；
し
ボ
ボ
ボ
ト
ト
ト
セ
セ
ボ
本
山
本
声
｀
今
俊
は
殺
菌
剤
に
も
利
用
さ
れ
る

□裟

．ヽ
ー

ク
ク
ク
サ
サ
サ
イ
イ
ク
山
丸
山
：
も
の
と
考
え
ら
れ
、
構
成
粒
子
の
大
送
~

さ
れ
た
い
。

責

類

と

、

ふ

と

ん

誓

朕

示

予

約

版

｀

＿

椒

檄

檄

檄

ン

一

塁

；

さ

＄

今

後

の

試

験

餅

究

に

よ

っ

て

薬

剤

二

3

i

と

こ
J

と
に
多
少
変
わ
る
こ
と
忍
予
甜
さ
れ
~

売

を

九

月

中

旬

頃

各

畢

呆

所

別

に

実

廂

二

恢

ク

ン

ー

イ

ダ

除

一

・

ス

ジ

伝

ラ

穀

摺

植

バ

ン

蜘

lUi
ク

こ

ょ

す

。

•
こ

ラ

ン

イ

ン

イ

カ

ッ

・

す
る
予
定
で
苺
b

ま
す
。
決
定
次
弟
追
~

屡
し
ま
す
の
で
御
利
用
を
苓
麒
い
申
~
ト
エ
耕
テ
脱
籾
田
コ
バ
乾
．
凱
ヵ
記
引
副

1

二午

し
上
げ
ま
す
。

◊
◇
◇
◇
九
月
果
配
予
定
日
◇
◇
◇
◇
囚
Y
O
◇
◇
醤
油
配
遥
日
◇
◇
◇
◇
玉
れ
も
取
近
閑
発
さ
れ
美
用
に
な
り
門
。

三
あ
る
新
し
い
剤
製
で
「
扮
粒
剤
」
な
~

：
ど
と
も
い
わ
れ
て
苓
り
ま
す
0

す
な
わ
i
l

九

月

一

日

火

宇

和

川

地

エ

岱

刀

固

日

大

谷

九

月

―

ー

百

木

大

谷

五

月

十

二

日

苓

や

ぶ

：

ら

扮

剤

と

粒

剤

を

あ

る

一

足

で

の

躾

合

：

r

九

月

八

日

火

日

財

小

薮

:

ル

月

十

八

日

宇

和

川

＂

（

た

と

え

ば

2
対

l

l

対

l

)

で

混
i

九
月
十

8

木
宇
和
川
南
[
九
月
二
十
五
日
予
子
林
玉
口
し
て
ヽ
-
つ

Q
製
剤
と
し
た
心
の
で
~

入
イ
プ
ダ
ス
ク
ー
な
ど
で
散
布
す
る
も
~

九

月

十

二

日

土

・

谷

口

．

五
で
す
。
こ
れ
は
イ
ネ
が
繁
改
し
て
い

i

：
る
珊
合
に
、
薬
剤
を
株
尤
ま
で
入
れ
や
~

九
月
十
六
日
水
．
宇
和
川
北
~

ょ
す
く
す
る
た
め
（
肋
剤
で
は
株
元
ま
で
~

九

月

十

七

日

木

大

谷

[

記
塁
栢
褒
更

岩
谷

月野小藪

宇和川面

谷口

宇和川北

比
年 閲 社会状勢

前期対 100年郎対

天明元 円 銭 ％ ％ 

寛政3年 1 9 3 5 
～享ホ玩 l 7 8 9 3 l 白姓の強訴が

禁じられた

～文化 8 l 5 8 8 2 7 

～文政5 l 7 l l 3 畠i

災害が多かっ

～天保3 2 4 l 4 l 4 4 た

～天侮18 8 4 l 4 2 6 2 国内外兵飢饉

が多かった

～嘉水 6 4 3 l 2 6 7 8 米頴動などが

苓きた

＇～尤治元 55 l 2 8 1 0 0 

～明治 7 1.5 8 2 8 7 2 8 7 幕在威亡

～明治17 2 4 l 4 l 4 0 7 四南の後：を敢

后に国が1台ま
っ1こ

～朋治27 2,04 9 1 3 7 l 国の政治休杉

が出米た

～明治切 4.2 4 208 7 7 l B清戦争終り

ロツアと国父

恙化

～大正3 5. 9 6 l 4 O l O 8 4 B蕗戦争後米

の様塩始まゐ

～大正13 l l.o4 1 8 5 2 0 0'l 弟 1次大軟俊

木繊勁が苓自

ゐ

～昭ポU9 1 0,0'l 9 l l4 8 3 2 不京気付代

～昭和19 l 5.3 2 1, 5 2 2,785 大束血戦争前
～昭ボ⑫9 1 8 9 8,0 0 l 2 3 8 9 3. 4 6 o. 9 O 終単入直後

～胎和39 3ヽ8 6.0 O 2 al 1 9 7 4.5 4 独立俊


